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【改訂】第 1 版（2011-03-30）
【科目】[ 機械工学特論 I]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

渡利 久規

【授業目標・教育方針】
本授業では、弾塑性体の応力とひずみの関係，その数理モデル，弾塑性体に外力が作用したときに物体内に生じる応
力 ( およびひずみ ) を求める具体的解析手法を理解する。また、塑性加工のいつつかの代表的な問題を解くことに
よって、実際の塑性加工の力学モデルを理解し、材料の降伏条件や破談についての基本的な考え方を習得する。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。まず、応力と応力の釣り合い条件の３次元表示について理解を深める。 次
に、応力とひずみの関係を明らかにし、塑性変形のモデル、降伏条件について理解をする。 また、代表的な塑性加工
の例題として、据えこみ、圧延、絞り加工等について、概要を学ぶと同時に力学的にどうのように取り扱うのかを学
ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
自作のプリントによる講義（パワーポイントを使用する）

【成績評価方法】
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，レポート：30%，その他：中間試験 (35%)，定期試験 (35%) および１０回
のレポートの点数 (30%) によって総合的に評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 機械工学特論 I]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1-5 ものづくりと塑性加工 金属の変形と特性および応力とひずみ、ひずみの表し
方とその特徴、公称ひずみと真ひずみの違い、ひずみ
の表現方法

レポート３回

6-7 応力の表し方とその特徴 公称応力と真応力の関係 ,
一般的な応力の表し方 , 降伏条件とモールの応力円

レポート２回

8 中間試験
9-10 一般的な応力の表し方 一般的な応力の表し方 , 降伏条件とモールの応力円、 レポート２回
10 － 15 鍛造加工のモデル 鍛造加工のモデル , 絞り加工のモデル レポート３回
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